
除染土の処理を追う 

 
 写真は東京新聞 3 月 13 日「こちら原発取材班」。東京新聞の本シリーズから最新の

情報を得ることができる。原発関係の貴重な情報源だ。 

リードから―東京電力福島第一原発から福島県各地に降り積もった膨大な放射性物

質は、大量の除染土となって原発周辺の中間貯蔵施設に戻り始めている。既に発生した

除染土は、1400 万立方㍍近くと途方もない量。帰還困難区域の除染が進めばさらに増

える。中間貯蔵施設の建設地は、南北約 8 ㌔の広大なエリア。用地がまとまり次第、汚

染された土の詰まった大型土のうを処理する施設群が造られていく。本格稼働した大熊

町の現場の様子を報告する。 (山川剛史) 

昨年 7 月 28 日に福島大学で開催された「第 4 回 原発と人権」集会で、山川記者の

原発事故報告を聴いた。福島の現場をじっくり取材する山川記者らしく、除染土の処理

をビシュアルに追っている。それにしても、原発事故後の除染から中間貯蔵施設へと、

得体のしれない巨額の公共事業が続く。長年にわたり公共事業を調査研究してきた一人

として、沖縄辺野古での米軍新基地建設とともに目が離せない。 

                             (2019 年 3 月 29 日) 


